
オプション
組立説明書 兼 取扱説明書ハンガーパイプ

本オプションは、スポーツウェアなどを掛けておくことができるスチール製パイプです。
下記、使用条件を守りご使用ください。

梱包内容表●

お願い
●組立の際には手袋を着用ください。
●組立部材には、長尺物がありますので、振り回したり、落としたりしないよう注意してください。

組立てる前に、この「組立説明書 兼 取扱説明書」を必ずお読みください。
この「組立説明書 兼 取扱説明書」は大切に保管してください。

組立説明書・取扱説明書（ハンガーパイプ）

梱包番号 数量

LM5 - 7 3 0 1

ELD  ハンガーパイプ
ELD  ハンガーパイプ固定金具左

1
1

部材名

ELD  ハンガーパイプ固定金具右 1
4

ハンガーパイプ用耐荷重ラベル

ハンガーパイプ
ボルトセット

4
4
4
1
1

Ｒワッシャー  M6
袋ナット  M6

ボルト  M6×15（白）
ボルト  M6×35（黒）

組立後、各部のボルトの締め忘れやゆるみがないか確認してください。●

取付制限

例：LMD-2215、LMD-2218Hなど
一般型、積雪型、豪雪型の全てのタイプに取付けできます。

●

●

対象機種はヨド物置エルモの間口が2ｍ22cmのサイズのみ対応可能です。

奥行2ｍ22cm以上の機種は正面から手前側の間柱にしか取り付きません。●

●使用ビス一覧

ボルト M6×15（白）

Ｒワッシャー M6袋ナット M6

ボルト M6×35（黒）

●組立に必要な工具
・ヨド物置本体に付属している、M6ボルト用のT型レンチもしくは同サイズのスパナ
またはモンキーレンチをご用意ください。

ハンガーパイプの耐荷重は20kgです。

ウェットスーツを収納する場合は必ず塩水を洗い流してください。

季節により、庫内が高温や多湿になり、結露する場合があります。

！  取扱注意事項
●

●

ハンガーパイプにはぶら下がらないでください。●

ハンガーパイプの表面は、粉体焼付塗装という強度のある塗装で仕上げていますが、

●

ウェットスーツなどウェア類は夏日など庫内温度が上昇した場合、生地の伸縮性の低下、マーク剥がれの

収納品の保管は、それぞれの取扱説明書を参照し、推奨される保管方法で保管をお願いします。

●

●

●

高温多湿の状況で長時間の保管を行うとカビが発生する原因となります。

ウェットスーツやスキーウェアを収納する場合は、収納前によく乾燥させてから収納してください。

原因となります。気温が高い間はご自宅等に保管していただきますようお願いします。

鋭利なものとの接触）により塗膜が剥がれる場合があります。
スチール製ハンガーの使用や、摩擦（重さのあるものを掛けた状態でのスライド動作の繰り返し・



1. DIY下地、DIY下地（上）の1本に対して耐荷重は10kgです。
2. DIY下地、DIY下地（上）に打つビスは長さ22ｍｍ以内の

3.

注意

ビスをご選定下さい。
DIY下地、DIY下地（上）に設置する

ハンガーパイプ固定金具の取付け 2
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1 ハンガーパイプの取付け
①ハンガーパイプをハンガーパイプ固定金具左、右の  1  - ① で取付けたボルトに引っ掛けます。

②　  1  - ① で取付けたボルトM6×35（黒）に裏側からRワッシャー、袋ナットで固定します。
また、正面から見えている孔にボルトを差し込み、裏側からRワッシャー 、袋ナット で固定します。

耐荷重ラベルの貼付け
①ハンガーパイプ付近（もや正面側などの見えやすく、剝がれにくい場所）に耐荷重ラベルを貼り付けます。

①ハンガーパイプ固定金具 左、右のタップ孔にボルトM6×35（黒）を取付けます。
（後の工程  2  で、ハンガーパイプを仮預け、固定するために利用します。）

②ハンガーパイプ固定金具左、右を正面から見て裏側から間柱と固定します。

ボルト M6×35（黒）

ハンガーパイプ固定金具 左 ハンガーパイプ固定金具 右

ボルト M6×35（黒）

M6 タップ孔
M6 タップ孔

間柱 側

間柱 側

ハンガーパイプ固定金具 左

ハンガーパイプ固定金具 右

ボルト M6×15(白)
（2ヶ） 3

上枠左

ハンガーパイプ用耐荷重ラベル

もや

ハンガーパイプ

ハンガーパイプ固定金具 

袋ナット M6 (4ヶ)

Ｒワッシャー M6 (4ヶ)

ボルト M6×35（黒）
(2ヶ)

⇒

正面
⇒正面

⇒

正面

※もやは一般型、積雪型、豪雪型で
形状が異なります。

もや

ハンガーパイプ耐荷重 20kg
ぶら下がり禁止

※ボルトは 2 - ② で固定します


